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１．はじめに 

ラムサール条約登録湿地“霧多布湿原”（北海道厚岸郡浜中町）には数多くの湖沼・池塘や

流水などの陸水が存在している。本調査は、これら霧多布の陸水中の動物性プランクトン

相とその特性を解明する研究の基礎である。 

調査は、霧多布湿原内 5 湖沼と参考までに湿原内を流れる 3 河川と、湿原外の浜中町の 6

湖沼についても実施した。調査日は、1995 年 8 月 15 日から 17 日までである。 

調査は、離合社製プランクトンネット（NXX25）を用いて定量的に行った。結果は、種別

に個体／L で求めた。 

 

２．調査結果 

(１) 霧多布湿原内湖沼 

天然記念物区域を除く地区で、調査可能なカムラ沼、ジュンサイ沼、和山沼、大沼と霧多

布湿原センター近くの池塘の 5 か所で調査を行った。 

調査したプランクトンは、74 種であった。その内訳は、原生類 24 種、輪虫類 30 種、枝角

類 13 種、介形類 2 種、橈脚類 5 種である。 

 

＜表１＞ 

湿原内湖沼の動物性プランクトンの生息確認種類数と生息総個体数 

調査湖沼 

生息数 

個体数 

(個体／L) 

生息確認種類 （種） 

総数 原生類 輪虫類 介形類 枝角類 橈脚類 

カムラ沼 12944.4 35 14 12 0 5 4 

和山沼 6145.0 41 12 17 2 7 3 

大沼 2388.0 34 13 12 1 4 4 

ジュンサイ沼 81.5 18 5 9 1 1 2 

センター前 

池塘 
9760.8 25 10 7 1 5 2 

総数 ― 74 24 28 2 13 5 

 



① カムラ沼 

生息確認 30 種と多く、介形類を除く全てに、種類数・生息個体数共に他と比べ、多く見ら

れた。特に原生類の Dinobryon divergens（ヒダサヤツナギ‐ハダカヒゲムシ科）8736.2

個体／L、Peridinium willei（ヒロウズオビムシ‐ウズオビムシ科）2506.2 個体／L と、異

常に多く生息していた。この 2 種で全生息個体数の約 67％であった。Dinobryon（サヤツ

ナギ属）は、しばしばおびただしく生息する種である。 

 

② 若山沼 

生息確認 41 種と最も多く、生息個体数も 6145.0 個体／L と多かった。この湖もカムラ沼

ほどではないが、それに等しい位に全種類について、生息種も個体数も割に多く見られた。 

特色としては、原生類の Dinobryon bavaricum（ホソヒダサヤツナギ‐ハダカヒゲムシ科）

が 4775.0 個体／L と多く生息していた事と、輪虫類のハオリワムシ科が 8 種類と多くの種

が生息していた事である。 

 

③ 大沼 

生息確認 34 種、生息個体数 2388.0 個体／L であった。この湖の特色としては、原生類の

Dinobryon divergens（ヒダサヤツナギ‐ハダカヒゲムシ科）2112.5 個体／L と多かった事

と、ナベカムリ科の生息種が他と比べ 11 種と多かった事で、これらにより、全生息個体数

の 94.1％が原生類で占められ、他の種の生息個体数が非常に少ないことであった。 

 

④ ジュンサイ沼 

生息確認 18 種、生息個体数 81.5 個体／L と種・数共に最も少なかった。 

 

⑤ 霧多布湿原センター附近の池塘 

生息確認 25 種、生息個体数 9760.8 個体／L と割と多く見られた。特色としては、原生類

Dinobryon divergens（ヒダサヤツナギ‐ハダカヒゲムシ科）7553.0 個体／L と多かったこ

とで、全生息個体数の 95.1％を原生類で占めていた。 

 

＜表２＞ 

霧多布湿原内湖沼の動物性プランクトン調査結果（単位・個体／L） 

  







(２) 霧多布湿原内の流水（河川） 

新川（左岸）、泥川（左岸）、一番川（左岸）のどの河川に於いても、河口より 1km 程の上

流で調査した。 

新川では、18 種、61.1 個体／L の生息が確認できたが、このうち 8 種は海産のものであっ

た。 

泥川では、13 種、29.9 個体／L の生息が確認できた。 

また一番川では、4 種、11.7 個体／L の生息が確認できた。泥川・一番川共に淡水産のもの

であったが、種・数共にすこぶる貧弱であった。 

 

＜表３＞ 

霧多布湿原内流水の動物性プランクトン調査結果（単位・個体／L） 

  





（３）霧多布湿原外の浜中町の湖沼 

恵茶人沼、幌戸沼、湯沸沼、渡散布沼、火散布沼、藻散布沼の 6 湖沼を調査した。 

 

＜表４＞ 

浜中町の湖沼の動物性プランクトンの生息確認種類数と生息総個体数 

 

調査湖沼 

生息数 

個体数 

(個体／L) 

生息確認種類 （種） 

総数 原生類 輪虫類 介形類 枝角類 橈脚類 

恵茶人沼 3343.2 28 12 10 1 1 4 

幌戸沼 120.0 13 5 5 1 1 1 

湯沸沼 749632.3 19 10 7 0 1 1 

渡散布沼 234.0 13 5 7 0 0 1 

火散布沼 249.6 17 7 1 0 2 7 

藻散布沼 128.7 16 9 2 0 1 4 

 

特色としては、火散布沼と藻散布沼では、生息確認種のほとんどが海産または汽水性の種

であったことと、生息個体数の多い恵茶人沼と湯沸沼では、Dinobryon の異常生息が見ら

れることである。 

特に湯沸沼では、Dinobryon divergens（ヒダサヤツナギ‐ハダカヒゲムシ科）が 748800.0

個体／L と爆発的な異常生息を呈していた。 
















